
松 田 町 指 名 停 止 等 措 置 要 領

（ 趣 旨 ）

第 １ 条 こ の 要 領 は 、 町 が 発 注 す る 契 約 の 適 正 か つ 円 滑 な 施

行 を 確 保 す る た め 、 有 資 格 業 者 （ 松 田 町 契 約 規 則 第 ３ 条 、 第

４ 条 及 び 第 2 9 条 に 基 づ き 入 札 参 加 資 格 者 名 簿 に 登 録 さ れ た

者 。 以 下 同 じ 。） の 指 名 停 止 等 の 措 置 に つ い て 必 要 な 事 項 を

定 め る も の と す る 。

（ 指 名 停 止 ）

第 ２ 条 町 長 は 、 有 資 格 業 者 が 別 表 第 １ 又 は 別 表 第 ２ の 各 号 に

掲 げ る 措 置 要 件 に 該 当 す る と き は 、 別 表 各 号 に 定 め る 期 間 、

当 該 有 資 格 業 者 に つ い て 指 名 停 止 を 行 う も の と す る 。 な お 、

別 表 第 ２ の 各 号 に 掲 げ る 措 置 要 件 を 事 由 と す る 指 名 停 止 は 、

神 奈 川 県 警 察 本 部 長 か ら の 回 答 又 は 通 知 が あ っ た 場 合 と す

る 。

２ 前 項 の 規 定 に 関 わ ら ず 、 別 表 第 １ に つ い て は 、 既 に 当 該 事

案 に つ い て 責 を 負 わ な い こ と が 明 ら か な と き （ 逮 捕 、 起 訴 を

措 置 要 件 と し た 場 合 の 不 起 訴 、 無 罪 確 定 等 ） は 指 名 停 止 を 行

わ な い 。

３ 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 業 者 に つ い て 、 別 件 に よ り 新 た に

指 名 停 止 を 行 う 場 合 の 始 期 は 、 新 た に 指 名 停 止 を 決 定 し た と

き と す る 。こ の 場 合 、指 名 停 止 の 通 知 は 別 途 行 う も の と す る 。

４ 同 一 事 案 に お い て 複 数 の 措 置 要 件 に 該 当 す る 場 合 は 、 期 間

の 最 も 長 い も の を も っ て 指 名 停 止 の 期 間 と す る 。

５ 同 一 事 案 に お い て 既 に 指 名 停 止 を 受 け た （ 指 名 停 止 期 間 中

を 含 む 。） 有 資 格 業 者 が 、 新 た に 他 の 措 置 要 件 に 該 当 す る こ

と と な っ た 場 合 は 、 最 も 長 い 指 名 停 止 期 間 に 比 し て 不 足 す る

分 に つ い て 指 名 停 止 を 行 う 。



（ 指 名 停 止 の 期 間 の 特 例 等 ）

第 ３ 条 指 名 停 止 を 受 け た 有 資 格 業 者 に つ い て 、 当 該 指 名 停 止

期 間 の 満 了 後 １ 年 を 経 過 す る ま で の 間 に 別 表 に 定 め る 措 置

要 件 に 該 当 す る こ と と な っ た 場 合 （ 原 因 と な る 事 実 又 は 行 為

が 当 初 の 指 名 停 止 を 行 っ た 後 の も の に 限 る 。） の 指 名 停 止 の

期 間 は 、 別 表 に 定 め る 期 間 の ２ 倍 と す る 。 た だ し 、 そ の 期 間

は 、 ２ 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

２ 独 占 禁 止 法 の 課 徴 金 減 免 制 度 の 適 用 が 公 表 さ れ た 者 が 、 そ

の 旨 を 町 長 に 申 し 出 た 場 合 に お け る 指 名 停 止 の 期 間 は 、 当 該

制 度 の 適 用 が な か っ た と 想 定 し た 場 合 の 期 間 の ２ 分 の １ と

す る 。

３ 町 長 は 、 有 資 格 業 者 に つ い て 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め る と

き は 、 指 名 停 止 の 期 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。

４ 町 長 は 、 有 資 格 業 者 に つ い て 極 め て 悪 質 な 事 由 が あ る た め

又 は 極 め て 重 大 な 結 果 を 生 じ さ せ た と 認 め る と き は 、 別 表 の

期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 そ の 期 間 は ２ 年 を 超

え る こ と が で き な い 。

５ 町 長 は 、 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 業 者 に つ い て 、 情 状 酌 量

す べ き 特 別 の 事 由 又 は 極 め て 悪 質 な 事 由 が 明 ら か に な っ た

と き は 期 間 を 変 更 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 そ の 期 間 は 当

初 の 指 名 停 止 開 始 か ら ２ 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

６ 町 長 は 、 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 業 者 が 次 の 各 号 の １ つ に

該 当 す る こ と と な っ た 場 合 は 指 名 停 止 を 解 除 す る も の と す

る 。

( 1 ) 当 該 事 案 に つ い て 責 を 負 わ な い こ と が 明 ら か に な っ た と

認 め た と き （ 逮 捕 、 起 訴 を 措 置 要 件 と し た 場 合 の 不 起 訴 決

定 、 無 罪 確 定 等 ）。

( 2 ) 民 事 再 生 法 ( 平 成 1 1 年 法 律 第 2 2 5 号 ) に 基 づ く 再 生 手 続

き の 申 立 て 又 は 会 社 更 生 法 ( 平 成 1 4 年 法 律 第 1 5 4 号 ) に 基

づ く 更 生 手 続 き の 申 立 て を し た こ と に よ り 指 名 停 止 と な



っ た 有 資 格 業 者 が 、 裁 判 所 の 再 生 手 続 き 又 は 更 生 手 続 き

の 開 始 決 定 を 受 け た 後 、 指 名 停 止 解 除 の 申 し 出 が あ っ た

と き 。

( 3 ) 別 表 第 ２ 中 第 １ 号 及 び 第 ４ 号 に よ り 指 名 停 止 を 行 っ た

場 合 は 、 第 １ 号 に お い て は １ ２ か 月 、 第 ４ 号 に お い て は

３ か 月 を 経 過 し た 時 点 に お け る 、 神 奈 川 県 警 察 本 部 へ の

照 会 結 果 、 又 は 同 本 部 長 か ら の 通 知 に よ り 、 当 該 指 名 停

止 措 置 の 事 由 に 該 当 し な い と 認 め ら れ た と き 。

（ 下 請 負 人 及 び 共 同 企 業 体 に 関 す る 指 名 停 止 ）

第 ４ 条 町 長 は 、 第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 指 名 停 止 を 行 う 場

合 に お い て 、 当 該 指 名 停 止 に つ い て 責 を 負 う べ き 有 資 格 業 者

で あ る 下 請 負 人 が あ る と き は 、 当 該 下 請 負 人 に つ い て も 指 名

停 止 を 行 う も の と す る 。

２ 共 同 企 業 体 に 係 る 指 名 停 止 は 、代 表 者 及 び そ の 他 構 成 員（ 代

表 者 以 外 の 構 成 員 を い う 。 以 下 同 じ 。） に 対 し て 行 う も の と

し 、 そ の 他 構 成 員 の 指 名 停 止 期 間 は 代 表 者 の ２ 分 の １ と す る 。

た だ し 、 明 ら か に 当 該 指 名 停 止 に つ い て 責 を 負 わ な い と 認 め

ら れ る そ の 他 構 成 員 に つ い て は 、 指 名 停 止 を 行 わ な い 。

（ 指 名 停 止 に 伴 う 契 約 等 の 制 限 ）

第 ５ 条 町 長 は 、 当 該 指 名 停 止 に 係 る 有 資 格 業 者 を 競 争 入 札 に

参 加 さ せ て は な ら な い 。 指 名 競 争 入 札 に お い て 現 に 指 名 し て

い る と き は 指 名 を 取 消 す も の と す る 。 た だ し 、 当 該 有 資 格 業

者 か ら 当 該 指 名 に 係 る 入 札 辞 退 の 申 し 出 が あ っ た 場 合 は こ

の 限 り で は な い 。

２ 町 長 は 、 落 札 決 定 者 で あ っ て も 契 約 締 結 前 に 指 名 停 止 と な

っ た 有 資 格 業 者 を 契 約 の 相 手 方 と し て は な ら な い 。

３ 町 長 は 、 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 業 者 を 随 意 契 約 の 相 手 方

と し て は な ら な い 。 た だ し 、 災 害 時 そ の 他 や む を 得 な い 事 由

が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で は な い 。

４ 町 長 は 、 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 業 者 に 対 す る 工 事 の 下 請



又 は 受 託 を 認 め て は な ら な い 。 た だ し 、 指 名 停 止 措 置 要 件 が

「 経 営 不 振 」 で あ る 場 合 に は 、 民 事 再 生 法 に 基 づ く 民 事 再 生

手 続 開 始 の 決 定 又 は 会 社 更 生 法 に 基 づ く 会 社 更 生 手 続 開 始

の 決 定 を 裁 判 所 か ら 受 け た 後 で あ れ ば 、 認 め る こ と が で き る 。

５ 前 ４ 項 の 規 定 は 、 指 名 停 止 に 係 る 有 資 格 業 者 を 含 む 共 同 企

業 体 に つ い て も 同 様 と す る 。 た だ し 、 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業

体 の 場 合 は そ の 他 構 成 員 に つ い て 入 れ 替 え を 認 め る こ と が

で き る 。

６ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 に つ い て は 入 札 公 告 等 に よ り 入 札 前 に 周

知 し な け れ ば な ら な い 。

（ 指 名 停 止 の 通 知 等 ）

第 ６ 条 町 長 は 、 次 の 各 号 の 措 置 を 行 っ た と き は 、 次 の 各 号 の

様 式 に よ り 当 該 有 資 格 業 者 に 対 し 遅 滞 な く 通 知 す る も の と

す る 。 た だ し 、 通 知 す る 必 要 が な い と 認 め る 相 当 の 理 由 が あ

る 場 合 は 通 知 し な い 。

( 1 ) 第 １ 号 様 式 第 ２ 条 又 は 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 指 名 停 止

( 2 ) 第 ２ 号 様 式 第 ３ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 指 名 停 止 の 期 間

の 変 更

( 3 ) 第 ３ 号 様 式 第 ３ 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ る 指 名 停 止 の 解 除

２ 町 長 は 、指 名 停 止 等 を 行 っ た と き は 、「 か な が わ 電 子 入 札 共

同 シ ス テ ム 」 に 登 録 す る 。

（ 指 名 停 止 等 審 査 委 員 会 ）

第 ７ 条 町 長 は 、 こ の 要 領 に 規 定 す る 事 項 を 処 理 す る た め 、 指

名 停 止 等 審 査 委 員 会 （ 以 下 、「 審 査 委 員 会 」 と い う 。） を 置 く

こ と が で き る 。

２ 審 査 委 員 会 の 事 務 は 松 田 町 建 設 工 事 等 入 札 業 者 指 名 選 考 委

員 会 規 程 （ 昭 和 5 9 年 松 田 町 訓 令 第 １ 号 。 以 下 、 こ の 条 に お

い て 「 規 程 」 と い う 。） に 規 定 す る 松 田 町 建 設 工 事 等 入 札 業

者 指 名 選 考 委 員 会 に 委 託 す る 。

３ 審 査 委 員 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 準 用 し て 使 用 す る



規 程 第 ３ 条 、 第 4 条 、 第 ６ 条 及 び 第 ８ 条 に 規 定 す る も の の ほ

か 審 査 委 員 会 に お い て 定 め る 。 こ の 場 合 に お い て 、 準 用 後 の

第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 は 「 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 審 査 委 員 会

が 定 め た 事 項 に つ い て は 、 回 議 審 査 と す る こ と が で き る 。」

と 、準 用 後 の 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 中「 全 委 員 」と あ る の は「 審

査 委 員 会 が 定 め た 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 報 告 ）

第 ８ 条 工 事 等 担 当 課 の 長 は 、 発 注 工 事 等 に お い て 指 名 停 止 に

該 当 す る と 思 わ れ る 事 項 が 発 生 し た と き は 、 町 長 あ て 第 ４ 号

様 式 に よ り 報 告 す る も の と す る 。

（ 実 施 細 目 ）

第 ９ 条 こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 指 名 停 止 等 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 町 長 が 別 に 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 要 領 は 、 平 成 2 3 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

（ 松 田 町 工 事 請 負 契 約 に 係 る 指 名 停 止 等 の 措 置 要 領 の 廃 止 ）

２ 松 田 町 工 事 請 負 契 約 に 係 る 指 名 停 止 等 の 措 置 要 領（ 昭 和 6 3

年 ４ 月 １ 日 施 行 ） は 廃 止 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

３ こ の 要 領 の 施 行 前 に 有 資 格 業 者 に よ っ て 行 わ れ た 行 為 等 に

係 る 指 名 停 止 の 措 置 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。



措 置 要 件 区 分 期間

（虚偽記載）

１ 本町発注の契約に係る一般競争入札又は指名競争入札において、競争参加資格確認申請書、

競争参加資格確認資料その他調査資料に虚偽の記載（電子入札での虚偽の入力を含む。）をし、

契約の相手方として不適当であると認められる場合

３か月

（粗雑工事）

２ 本町の発注の工事の施工に当たり、過失により工事を粗雑に行ったと認められるとき（瑕疵

が軽微であると認められるときを除く）。

３か月

（契約違反等）

３ 本町の契約の履行にあたり、契約に違反し、契約の相手方として不適当であると認められる

とき。

２か月

（公衆損害事故）

４ 不適切な安全管理により公衆

に死亡者等の事故を生じたとき

（※２）

本町発注

契約

死亡者を生じたとき（※１） ６か月

負傷者を生じたとき又は重大な損害を与え

たとき（※１）
３か月

近隣発注者

契約

※３

死亡者を生じたとき ５か月

負傷者を生じたとき又は重大な損害を与え

たとき
２か月

上記以外の

発注者契約
死亡者を生じたとき ３か月

（関係者事故）

５ 不適切な安全管理により関係

者に死亡者等の事故を生じたとき

本町発注

契約

死亡者を生じたとき ４か月

負傷者を生じたとき又は重大な損害を与え

たとき
２か月

近隣発注者

契約

死亡者を生じたとき ３か月

負傷者を生じたとき又は重大な損害を与え

たとき
１か月

上記以外の

発注者契約
死亡者を生じたとき ２か月

別表第１



（工事成績不良）

６ 本町発注工事の施工に当たり、

松田町請負工事成績評定要領に基

づく総合評価の評定点が 55 点未満

で工事成績が不良であるとき

評価点が 50 点未満のとき。 ３か月

評価点が 50 点以上 55 点未満のとき。 ２か月

（贈賄）

７ 有資格業者である個人又は有

資格業者である法人の役員若し

くは使用人が贈賄の容疑により

逮捕され、又は起訴されたとき。

本町発注契約 １２か月

近隣発注者契約 ９か月

上記以外の発注者契約 ６か月

（談合等）

８ 有資格業者である個人又は有

資格業者である法人の役員若し

くは使用人が競売入札妨害又は

談合の容疑により逮捕され、又は

起訴されたとき。

本町発注契約 １２か月

近隣発注者契約 ９か月

上記以外の発注者契約 ６か月

（不当な取引制限等）

９ 独占禁止法第３条又は第８条

第１項第１号に違反したとき

本町発注

契約

公正取引委員会から刑事告発されたとき又

は逮捕されたとき
１２か月

排除措置命令又は課徴金納付命令が出され

たとき
６か月

近隣発注者

契約

公正取引委員会から刑事告発されたとき又

は逮捕されたとき
９か月

排除措置命令又は課徴金納付命令が出され

たとき
５か月

上記以外の

発注者契約

公正取引委員会から刑事告発されたとき又

は逮捕されたとき
６か月

排除措置命令又は課徴金納付命令が出され

たとき
３か月



（建設業法違反）

10 工事の施工に当たり、建設業法

（昭和 24 年法律第 100 号）の規

定に違反し営業停止処分を受け、

契約の相手方として不適当であ

ると認められるとき。

本町発注契約 ３か月

近隣発注者契約 ２か月

上記以外の発注者契約 １か月

（不正又は不誠実な行為）

11 本町発注の契約に関して不正

又は不誠実な行為をしたとき。

落札決定後の契約の辞退等著しく信頼関係を損なう行為が

あったとき。
２か月

有資格業者である個人又は有資格業者である法人の役員若

しくは使用人が、業務に関連する法令違反の容疑により逮

捕され、又は起訴されたとき。

３か月

有資格業者である個人又は有資格業者である法人の代表権

を有する役員が禁錮以上の刑に当たる犯罪の容疑により起

訴され又は禁錮以上の刑若しくは刑法（明治 40 年法律第

45 号）の規定により罰金刑を宣告されたとき。

３か月

（経営不振）

12 手形若しくは小切手の不渡り又は銀行取引停止となる等倒産状態に陥り、契約の相手方とし

て不適当であると認められるとき。

経営状態

が安定し

たと認め

られる日

まで

※１「死亡者」とは、事故発生から 24 時間以内に死亡した者をいい、「負傷者」とは入院加療を

要する者をいう。

※２「不適切な安全管理」とは、現場代理人等が労働安全衛生法違反等の容疑により逮捕又は起

訴されたとき及び本町工事にあっては設計図書等による具体的な事故防止措置を怠ったとき

をいう。

※３近隣発注者契約の近隣とは、南足柄市及び足柄上郡中井町、大井町、山北町、開成町の区域

内の発注を言う。



措 置 要 件 期 間

（暴力団等）

１ 有資格業者である個人が松田町暴力団排除条例（以下、「条例」と

いう。）第２条に定める暴力団員等であると認められたとき、又は、

有資格業者である法人等が条例第２条に定める暴力団経営支配法人

等であると認められたとき。

１２か月を 経過

し、かつ改善され

たと認められる日

まで

２ 有資格業者が、神奈川県暴力団排除条例（以下、「県条例」という。）

第 23 条第１項に違反したと認められるとき。
６か月

３ 有資格業者が、県条例第 23 条第２項に違反したと認められるとき。 ６か月

４ 有資格業者又は有資格業者の経営に事実上参加している者が暴力

団員等と密接な関係を有していると認められたとき。

３か月を経過し、

かつ改善されたと

認められる日まで

５ 不当介入を受けていたにも関わらず、正当な理由なく、町又は警察

に通報しなかったと認められたとき。
３か月

別表第２


